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対象は、 HIJ-CREATE 試験に登録された 2049 人のうち、 3 回以上の診察時血
圧データを有する 1734 人である。 HIJ-CREATE 試験は、虚血性心疾患を合併す
る高血圧症患者に対して、カンデサルタン群 (ARB 群 )と非 ARB 群とに割り付け、
その後の主要心血管イベント (MACE)の発生状況を比較検討した、多施設前向き
ランダム化試験である。血圧測定は、 6 か月、 12 か月、 24 か月、 36 か月、 48
か月、60 か月の時点で評価し、同時にイベント判定を行った。MACE は、心血管
死、非致死性心筋梗塞、不安定狭心症、心不全、脳血管疾患、その他の入院が
必要な心疾患とした。血圧変動の順に 4 分位 (Q1～ Q4)に分け、それぞれの患者
背景、 MACE 発生率の比較検討を行った。  




スタチンの内服率は低い傾向にあった。平均観察期間 4.2 年の間に、MACE は 317
人の患者 (18.3%)に認めた。患者背景の違いを補正した多変量解析の結果、外来
収縮期血圧の変動は MACE の発生に影響を与えなかったが、一方で、外来におけ
る平均収縮期血圧が高いことは、 MACE を有意に増加させることが示された。  












【結  論】  
虚血性心疾患を有する高血圧症患者において、外来での収縮期血圧は、 MACE
の予測因子となるが、収縮期血圧変動にはその傾向は認めなかった。  
